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熱利用設備の導入と電力“見える化"による運用改善

-E軍彊置歪ヨ・・
-環境への取組みのため、 2008年度に電力監視装置を導入。運
用改善による省エネを実施。(下記H ここもポイントH参照)

・帯広市が環境省の自治体を支援する「チャレンジ25地域づくり
事業」により、当屈が入居するショッピンクセンターの各自舗
企業と共同により省エネ設備の導入を実施レ、当庖は2010年
度に以下の省エネ設備を導入。

-抽申熱利用による冷瞳房の高姐率化
冷暖房設備を、ボイラー・冷凍機を熱源とレ疋集中式冷暖房方式から
「地中熱ヒートポンプ」方式の設備に更新レて高羽率化。

・太陽熱+空気熱利用による給湯の高姐率化
給湯設備を、ボイラ一方式から「太陽光集熱パネル」と「空気熱ヒー
トポンプ」方式により温水を作る給湯システムに更新して高効率化。

-照明の菖姐率化 ...地中熱ヒートポンプチラー
居内天井蛍光灯のLED化による高刻率化。
〈その後2011年度にちスポット照明等をLED化実施。〉

...太陽光集熱パネル 企太陽熱+空気熱貯湯槽 企LED照明
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取組前 733 
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取組後 634 2，372 580 

削減率 13.5%1 8.6%1 11.6%1 

l※省エネ取組初年度2008年度と2011年度との比較。
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-電力監視装置の導入で「電力の見える化」をレ
たことにより、これまでの感覚的な省エネ対策
ではなく、実績データに基づく苅策が司能。
・特にデマンド値が超過しそうな時に警報を出し
て空調など営業に影響の少ない電力負荷を止め
ることでデマンド値の引き下げを実現。
-また、このことがガス・重油など電気以外の節
減にもつながり、従業員全体の省エネ意識の向
上にちつながっている。

企電力監視装置画面




